
─
「
対
話
型
論
証
」
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

松
下
　
対
話
型
論
証
と
は
、「
あ
る
問

題
に
対
し
て
、他
者
と
対
話
し
な
が
ら
、

根
拠
を
持
っ
て
主
張
を
組
み
立
て
、
結

論
を
導
く
活
動
」の
こ
と
で
す
。そ
れ

を
図
式
化
し
た
の
が「
対
話
型
論
証
モ

デ
ル
」で
、ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
・
モ
デ
ル
な

ど
を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た（
＊
１
）。

　
本
モ
デ
ル
は
、
①
問
題
、
②
主
張
、

③
事
実
・
デ
ー
タ
、
④
論
拠
、
⑤
対
立

意
見
、
⑥
反は

ん

駁ば
く

、
⑦
結
論
の
７
つ
の
要

素
か
ら
成
り
ま
す
（
図
１
）。
ま
ず
大

切
な
の
は
、
①
問
題
→
②
主
張
→
⑦
結

論
の
縦
の
軸
で
す
（
図
１
緑
枠
）。
調

べ
て
分
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
も
、
①
問
題
が
明
確
で
な
い
と
②
主

張
に
結
び
つ
け
ら
れ
ず
、
⑦
結
論
と
し

て
何
が
言
え
る
か
が
曖
昧
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

　
一
方
、
横
の
軸
も
大
切
で
す
。
左
側

の
部
分
は
、一
般
に
「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
（
図
１
赤
枠
）。

③
事
実
・
デ
ー
タ
を
、
④
論
拠
に
よ
っ

て
解
釈
し
、
②
主
張
を
導
き
ま
す
。
そ

れ
を
使
っ
て
物
事
を
捉
え
る
と
、
同
じ

事
実
・
デ
ー
タ
で
も
、
異
な
る
論
拠
・

理
由
づ
け
を
す
れ
ば
、
異
な
る
主
張
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

例
え
ば
、ル
ネ
サ
ン
ス
の
名
画
「
最
後

の
晩
餐
」を
基
に
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
は
中

世
か
近
世
か
」
を
問
い
に
し
た
時
、
題

材
の
宗
教
絵
画
に
着
目
す
る
と「
中
世
」

と
言
え
ま
す
が
、
遠
近
法
を
用
い
て
い

る
点
は「
近
世
」の
特
徴
で
す（
図
２
）。

そ
の
２
つ
の
主
張
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ル

ネ
サ
ン
ス
が
中
世
と
近
世
の
過
渡
期
に

あ
る
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
②
主
張
、
③
事
実
・

デ
ー
タ
、
④
論
拠
を
区
別
す
る
こ
と
で

物
事
を
論
理
的
・
批
判
的
に
捉
え
ら
れ

る
の
が
、三
角
ロ
ジ
ッ
ク
の
よ
さ
で
す
。

⑤
対
立
意
見
も
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
で
構
造

化
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
相
手
の
主
張

が
よ
り
よ
く
理
解
で
き
、
そ
の
上
で
、

相
手
の
主
張
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か

と
い
う
⑥
反
駁
が
行
い
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　教
授

松
下
佳
代 

ま
つ
し
た
・
か
よ

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学

修
認
定
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。
京
都
大
学
教
育
学

部
助
手
、
同
高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教

授
等
を
経
て
、２
０
２
２
年
10
月
か
ら
現
職
。専
門
は
、

教
育
方
法
学
、
大
学
教
育
学
。
特
に
、
能
力
、
学
習
、

評
価
を
テ
ー
マ
に
研
究
と
実
践
支
援
を
行
う
。
著
書

に
、『
対
話
型
論
証
に
よ
る
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
　
学
校

で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
た
っ
た
一
つ
の
こ
と
』（
勁
草

書
房
）、『
対
話
型
論
証
で
す
す
め
る
探
究
ワ
ー
ク
』（
共

著
、
勁
草
書
房
）、『
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
』（
勁
草
書
房
）
な
ど
。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

論
理
的
思
考
力
を
働
か
せ
な
が
ら

問
い
を
結
論
に
導
く

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
通
し
つ
つ
、論
理
的・批
判
的
に
思
考
す
る

こ
と
が
で
き
る「
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
」で
、探
究
の
自
走
を
図
る

多
く
の
高
校
の
探
究
学
習
の
支
援
・
助
言
に
携
わ
る
京
都
大
学
の
松
下
佳
代
教
授
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
を
自
律
的
に
進
め
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て
、

「
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
探
究
学
習
を
進
め
る
大
阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校
で
は
、

生
徒
が
自
分
で
筋
道
を
立
て
て
考
え
を
深
め
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
師
は
個
別
支
援
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
。

同
モ
デ
ル
は
、
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
ど
う
支
え
て
い
る
の
か
。
松
下
教
授
と
、
高
槻
中
学
校
・
高
校
の
教
師
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
話
を
聞
い
た
。

本特集テーマのnext

20 高校版  2023 April

0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/03
引寺

再
念
校

04/05
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-23_view-next-koukou-4g.indd   20P20-23_view-next-koukou-4g.indd   20 2023/04/05   14:522023/04/05   14:52



─
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
を
使
う
と
、

問
題
か
ら
結
論
ま
で
を
論
理
的
に
考
え

や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

探
究
学
習
に
は
、
具
体
的
に
ど
う
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
下
　
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
を
、
学
習

指
導
要
領
の
解
説
（
＊
２
）
に
示
さ
れ

て
い
る
「
探
究
に
お
け
る
生
徒
の
学
習

の
姿
」に
あ
て
は
め
る
と
、①
は「
課
題

の
設
定
」、
②
～
⑥
は
「
情
報
の
収
集
」

と
「
整
理
・
分
析
」、
⑦
は
「
ま
と
め
・

表
現
」
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究

の
プ
ロ
セ
ス
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に

思
考
を
働
か
せ
れ
ば
よ
い
か
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
自
分
で
探
究
学
習
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
田
　
本
校
で
は
、
中
学
３
年
次
か
ら

本
格
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま
す

が
、
生
徒
は
ま
ず
、
対
話
型
論
証
モ
デ

ル
を
使
っ
て
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
や
考
え

方
を
学
び
ま
す
。
初
め
て
探
究
学
習
に

取
り
組
む
生
徒
も
、
次
に
す
れ
ば
よ
い

こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
た
め
、
自

ら
考
え
て
進
め
て
い
ま
す
。
最
初
は
、

「
事
実
・
デ
ー
タ
」
と
「
論
拠
・
理
由

づ
け
」
の
違
い
な
ど
が
分
か
り
に
く
い

よ
う
で
す
が
、
生
徒
同
士
で
「
理
由
づ

け
は
正
し
い
か
」「
客
観
性
は
あ
る
か
」

な
ど
と
対
話
を
重
ね
る
う
ち
に
、
そ
の

違
い
な
ど
を
理
解
し
、
自
分
で
探
究
を

①問題　ある対象や状況についての問題意識やその背景、そこから設定した問題
（課題や問い）。

②主張　問題に対する特定の考え。事実・データと論拠によって支持され、対立
意見への反駁によって強化される。

③事実・データ　主張を支える具体的な材料。
④論拠　事実・データを主張に結びつける土台となる理由。
⑤対立意見　設定した問題に対する自分とは対立する（少なくとも異なる）意見。

対立意見にも、それを支える事実・データや論拠がある。
⑥反駁　対立意見に対し、自分の主張を擁護するための反論。
⑦結論　複数の主張を統合して得られる結論。設定した問題に対する答え。

●
学
校
概
要

設
立
　
１
９
４
０
（
昭
和
15
）年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
７
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に

１
６
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、立
命
館
大
、

関
西
大
、関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
５
１
１
人
が
合
格
。

大
阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校

　教
頭
（
＊
３
）

前
田
秀
樹 

ま
え
だ
・
ひ
で
き

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

大
阪
府・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校

テ
ィ
ー
チ
ン
グ・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程田中

孝
平 

た
な
か
・
こ
う
へ
い

同
志
社
大
学
社
会
学
部
卒
業
。
京
都
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。専
門
は
、大
学
教
育
学
。

特
に
、
高
校
の
探
究
学
習
を
通
じ
た
高
大
接
続
に
つ

い
て
、
実
践
的
・
実
証
的
に
研
究
を
行
う
。

問題解決

論理的思考
批判的思考

コミュニケーション
批判的思考

三角ロジック

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
考
え
方
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
示
す

＊１　トゥールミン , S. （2011） 『議論の技法―トゥールミンモデルの原点―』（戸田山和久・福澤一吉訳）東京図書。　
＊２　文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　総合的な探究の時間編」。
＊３　2023 年４月から兵庫県・私立関西学院高等部に勤務。

※松下教授の提供資料を基に編集部で作成。

※松下教授の提供資料を基に編集部で作成。

図１

図１

「対話型論証モデル」の基本要素

「三角ロジック」の具体例

図１

図２

問い　ルネサンスは中世か近世か

事実・データＡ
遠近法が使われている

事実・データＢ
キリスト教が題材になっている

主張Ａ
ルネサンスは近世である

主張Ｂ
ルネサンスは中世である

論拠Ａ
遠近法は中世絵画
にはなかった
新しい技法である

論拠Ｂ
キリスト教は中世絵画
に多く見られる
題材である

①問題

②主張

④論拠 ⑥反駁

③事実・データ ⑤対立意見

⑦結論

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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深
め
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

田
中
　
高
槻
中
学
校
・
高
校
で
は
、
す

べ
て
の
生
徒
が
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
さ

れ
て
い
る
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
（
図
３
）
に
問
題
や
主
張
、

調
査
の
手
続
き
や
項
目
な
ど
を
記
入
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
が
記

入
で
き
れ
ば
、
自
分
の
達
成
状
況
を

価
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

─
モ
デ
ル
に
縛
ら
れ
て
し
ま
い
、
か

え
っ
て
生
徒
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
に

く
く
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
下
　
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
を
使
え

ば
、
探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
を
目
に
見
え

る
形
に
し
や
す
い
た
め
、確
か
に
探
究

学
習
が
形
式
的
に
な
る
恐
れ
は
あ
り
ま

す
。た
だ
、前
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、初
め
は
教
師
の
指
示
通
り
に

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
埋
め
た
と
し
て
も
、

探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
に
つ
れ
て
、

本
モ
デ
ル
が
示
す
考
え
方
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
高
槻
中
学
校
・
高
校
で
は
、
先
生
方

が
本
モ
デ
ル
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
生

徒
の
実
態
に
応
じ
て
作
り
変
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
図
３
は
、
自
分
の
主
張
と

対
立
意
見
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
・
デ
ー

タ
や
論
拠
を
対
比
さ
せ
る
た
め
、
対
立

す
る
主
張
の
側
の
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
も
書

き
表
し
た
も
の
で
す
。
仮
説
に
関
す
る

事
実
・
デ
ー
タ
を
集
め
る
「
方
法
」
を

示
す
欄
も
設
け
、
探
究
の
手
順
が
よ
り

「Classi

」（
＊
３
）
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

各
生
徒
が
ど
ん
な
問
い
を
立
て
、
何
を

調
べ
て
い
る
か
、
ど
こ
ま
で
探
究
が
進

ん
で
い
る
か
が
、即
座
に
分
か
り
ま
す
。

「
こ
の
生
徒
に
は
こ
ん
な
声
を
か
け
よ

う
」、「
こ
の
生
徒
は
見
守
っ
て
い
よ
う
」

な
ど
と
、
生
徒
個
々
に
合
っ
た
支
援
が

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

前
田
　
探
究
学
習
は
、
テ
ー
マ
や
進
度

が
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
、
一
人
ひ

と
り
に
適
切
な
支
援
や
評
価
を
行
う
と

こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
共
有
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
し
、
個
に
応
じ
た
支
援
や
形
成
的
評

生
徒
自
身
が
熱
中
で
き
る「
問
い
」が
、

主
体
性
を
発
揮
す
る
原
動
力
に

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

※高槻中学校・高校の提供資料を基に編集部で作成。

図１ 高槻中学校・高校が活用するワークシートと、生徒の記入例図３

•乳幼児への身体的・精神的な悪影響から、乳幼児に対する
育児では、原則スマホを使用するべきではない
•乳幼児への育児においては、親の目が届く範囲に限って、依
存性が高くないアプリのみ使用するべきだ

•スマホ使用が乳幼児に及ぼす影響
に関するデータ（乳幼児の視力の
低下、スマホ依存傾向、親とのコ
ミュニケーション機会の減少など）

• YouTubeなどのアプリには、お勧め動画
などのアルゴリズムが組み込まれている

乳幼児にスマ
ホで遊ばせる
べきだ（遊ば
せてもよい）

•身体的・精神的に悪影響を及
ぼすようなものを乳幼児に与え
るべきではない

•やめようと思ってもやめられなく
なるような中毒性を含むものを
乳幼児に与えるべきではない

•子どもの創造性やコミュニ
ケーションを高めるのはよ
いことだ

•お金のかからないスマホの
遊びで経済格差を埋める
のはよいことだ

乳幼児をス
マホで遊ば
せるべきで
はない

•スマホのアプリには多
様なアプリ（動画や
ゲーム、楽器演奏や
お絵描きなど）がある

•おもちゃの購入にはお
金がかかる

結論・提言

事実・データ 対立する主張・
異なる主張

論拠・理由づけ 論拠・理由づけ

主張←仮説 事実・データ

問題（リサーチクエスチョン）

反駁

•アプリには乳幼児に相応し
くない情報が多数含まれて
おり、すべてのアプリに制
御をかけるのは難しい

•遊び方の工夫をすれば経
済格差は広がらない

乳幼児をスマートフォンで
遊ばせてよいのか？

結論・提言

事実・データ
対立する主張・
異なる主張

論拠・
理由づけ

三角
ロジック

三角
ロジック

論拠・
理由づけ

主張←仮説

方法

事実・データ

問題（リサーチクエスチョン）

反駁

①

⑨

⑥ ⑫ ⑩

⑬

④方法

③先行研究から得た
事実・データ
⑤調査で得た事実・
データ

１）課題の設定

２）情報の収集

３）整理・分析

４）まとめ・表現

⑧対立する仮説
⑪対立する主張・
異なる主張

②仮説
⑦主張

◉対話型論証モデルのワークシート

◉ワークシートの生徒の記入例
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よ
う
」「
こ
う
い
う
人
に
話
を
聞
こ
う
」

な
ど
と
、
自
分
で
考
え
て
行
動
し
て
こ

そ
、探
究
は
深
ま
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

探
究
学
習
は
生
徒
主
体
で
進
め
る
学
び

で
あ
り
、
教
師
は
生
徒
の
伴
走
に
徹
す

る
と
い
う
、
教
師
の
教
育
観
の
転
換
が

何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中
　
先
生
方
が
そ
う
し
た
教
育
観
を

持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、自
校

の
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、探
究

学
習
を
教
育
課
程
に
ど
う
位
置
づ
け
る

か
を
考
え
る
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

松
下
　
新
学
習
指
導
要
領
の
新
し
い
科

目
名
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
教
科
学

習
に
お
い
て
も
「
論
理
」
や
「
探
究
」

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。探
究
学
習
は
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
み
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
と
教
科
学
習
と
の
連
携
や
、

教
科
間
を
横
断
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
教
科
の
授
業

で
も
問
い
を
重
視
し
、「
よ
い
問
い
と

は
何
か
」
を
生
徒
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
授
業
を
学
校
全
体
で
行
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
よ
り
深
い
探
究
が
で
き
、
生

徒
の
資
質
・
能
力
も
高
ま
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

考
え
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

田
中
　
私
が
生
徒
を
支
援
す
る
中
で
重

要
だ
と
感
じ
た
の
が
、「
問
い
」
の
立

て
方
で
す
。
問
い
へ
の
こ
だ
わ
り
が
薄

く
、
結
論
を
出
し
や
す
い
問
題
を
設
定

し
て
い
た
生
徒
が
一
定
数
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
本
当
に

探
究
し
た
い
問
題
を
設
定
で
き
な
か
っ

た
た
め
に
、
生
徒
は
主
体
的
に
取
り
組

め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き

ま
し
た
。
生
徒
は
、「
探
究
学
習
は
高

尚
な
学
び
」
と
捉
え
て
い
て
、
自
分
の

内
面
か
ら
湧
き
出
る
疑
問
や
違
和
感
が

探
究
の
問
い
に
な
る
と
思
っ
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
地
球

温
暖
化
な
ど
、
よ
く
あ
る
課
題
を
探
究

し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の
課
題
の
何

が
自
分
に
と
っ
て
疑
問
な
の
か
、
ど
こ

に
違
和
感
を
覚
え
る
の
か
が
は
っ
き
り

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
課
題
は
自
分
事
に

な
ら
ず
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

松
下
　
高
校
生
の
探
究
学
習
は
、
自
分

は
何
に
関
心
が
あ
る
の
か
、
自
分
の
適

性
は
何
か
を
見
つ
け
る
こ
と
も
ね
ら
い

の
１
つ
で
す
。
身
近
な
課
題
や
小
さ
な

疑
問
を
探
究
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
気
づ

き
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
も
十
分
に
意
味

が
あ
る
は
ず
で
す
。
結
論
が
出
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス

を
振
り
返
り
、
ど
こ
で
、な
ぜ

つ
ま
ず
い
た
の
か
、
う
ま
く

い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
を

考
え
る
経
験
が
、
生
徒
の
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

前
田
　
私
も
、
探
究
学
習
は

ゴ
ー
ル
だ
け
を
見
な
い
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
主
体
的
に
探
究
学
習

に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
に

は
、
自
分
が
本
当
に
探
究
し

た
い
問
い
を
見
つ
け
、
自
分

な
り
の
方
法
で
答
え
に
た
ど

り
着
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
す
。
自
分

が
面
白
い
と
思
う
こ
と
を
追
究
す
る
こ

と
が
学
び
に
な
る
と
い
う
意
識
を
、
教

師
と
生
徒
の
双
方
が
持
つ
こ
と
が
必
要

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

松
下
　
小
学
校
や
中
学
校
で
も
、
対
話

型
論
証
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
、
子
ど
も

主
体
で
探
究
学
習
を
進
め
て
い
る
学
校

が
あ
り
ま
す
。
簡
単
な
問
い
か
ら
始
め

て
実
践
を
重
ね
れ
ば
、
三
角
ロ
ジ
ッ
ク

も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
（
図
４
）。

─
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
実
現
す

る
上
で
、
何
が
必
要
で
あ
る
と
お
考
え

で
す
か
。

前
田
　
探
究
学
習
で
は
、教
師
は
生
徒

に
具
体
的
な
助
言
を
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。「
事
実
を
こ
う
解

釈
し
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
に
そ
う
言

え
る
の
か
な
？
」「
ほ
か
に
ど
ん
な
デ
ー

タ
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
？
」
な
ど
と

問
い
か
け
、
生
徒
が
「
こ
れ
を
調
べ

探
究
学
習
を
核
に
し
た
カ
リ
マ
ネ
で
、

教
科
学
習
と
の
連
携
を
図
る

対話型論証モデルを用いた探究学習の進め方を解説してい
るウェブサイト。ワークシートなどのダウンロードが可能だ。
https://www.d-argument.net

図１ 「対話型論証モデル」のウェブサイト図４

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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